
 

 

 

■ 復興まちづくり支援者のための研修会 

コミュニティ・プランナー 基礎講座 
■ 前編 11／20（水） ・ 後編 12／4（水）  

 

各地で復興まちづくりが進み出しています！ 

この復旧期から復興期に移行する中で大切になってくるのが「コミュニティ・プランニング」という視点です。

人と暮らしと自然環境と生業・そして地域の課題や資源、これらの地域特性を生かし、外部人材や応援者を巻き

込みながら、どう地域を魅力的に成り立たせていくか。この２日間は具体事例を通して参加型で学び交流します。 

□前編 11／20：コミュニティ・プランニングとは、プランニングの視点や枠組み、演習、交流など 

□後編 12／4：プロセスとプログラムの構築、地域ビジネス創出、住民や外部応援者の巻き込み、演習など 

 

●日時／2013 年１１/20（水）・12/4（水）9時半：受付 10時：開始  1６時：終了 

◆講師／髙橋 信博さん コミュニティ・プランナー（地域づくり専門員） 

山形県庁に入庁後、今まで県内～全国 1,000 件以上の地域や事例と向き合い、地域づくりを展開してきた。健康な地域づくりは、活

きいきした地域づくりと並行して生業づくりが重要だという視点で、地域に存在する有形無形の資源を活かしながら、地域ごとに特色

ある産業を創出するということに力を入れている。活動ではワークショップ手法を活用しながら、地域のコミュニティー再生や活性化

につなぐノウハウを提供し続けてきた。全国都道府県や市町村の依頼にも応え、引き受けた仕事は必ずモノにしてきた仕事人。地域づ

くりのノウハウの提供に併せ、職員研修や大学での講義など、活動の場は多岐にわたる。山形県農林水産部農政企画課勤務の超個性派

コミュニティ（地域）プランナー・地域づくり専門員。「地域振興計画づくり実践塾」（石川県・三重県・和歌山県など）での WS、「農

村振興のための新たな視点」（東京大学）の講演、「地域資源活用視点からの 6 次産業化の解説」（農林水産省・新潟県など）、「宮城県

東日本大震災に係る農地整備推進アドバイス委員」などでも活躍中！ 

 

◆コーディネーター／遠藤 智栄 地域社会デザイン・ラボ代表 
 

●対象／復興まちづくりの活動において地域コミュニティの支援を行っている団体のスタッフ 

●定員／20人（申込み先着順）   ※前編・後編の２日間へのご参加が基本です 

●会場／仙台市市民活動サポートセンター 研修室５ 仙台市青葉区一番町四丁目 1-3 TEL022-212-3010 

※駐車場はありません。有料駐車場をご利用になるか公共交通機関でおいでください。 

●参加費／500 円（復興まちづくり推進員は無料） 

●持ち物／昼食、名刺と団体パンフレット 20部程度（参加者同士、交流します） 

●申込み方法／下記の①～④を記載の上、Ｅメールかファックスでお申込みください。 

① 氏名 ② ご所属 ③ 講師高橋さんに相談したいこと ④２日間の参加を希望します 

※本事業はトヨタ財団の助成を受けて実施しています。 

●主催・申込み先 

一般社団法人 東北圏地域づくりコンソーシアム  http://tohokuconso.org/ 

宮城県仙台市宮城野区榴岡二丁目３−１５ 花本ビル６０１ 担当 髙田 

電話 022-353-7550 FAX 022-299-3510  Ｅメール tohokuconso@gmail.com 


